
↑志村暢三氏　4.28 ／ファミリーク
ラブ山梨支部所属の志村氏が山梨県
立美術館にて 2014 年に続き個展を
開催。和紙プリントや掛軸風等、多
彩な展示。
←原氏（左）、安念氏（中央）、板倉氏（右）

5.21／千葉支部デジタルセミナーの
後に行われた懇親会での 1 枚。セミナ
ーも懇親会も大変盛り上がりました。

ペンタックスリコーファミリークラブ撮影会

江口善通先生と行く
日本三大奇祭のひとつ「吉田の火祭り」日帰り撮影会 !
2017年 8 月26 日（土）

　国の重要無形民俗文化財に指定され、古く、
400 〜 500 年前には富士山の噴火を鎮めるため
行われる「鎮火祭」として始まったとされる。浅
間神社と諏訪神社の御神霊を神輿に遷御いただ
き、2 台の神輿が渡御する。夕刻、神輿が御旅
所へ着輿されると高さ 3 メートルの大松明 70 余
基、加えて家ごと井桁に組まれた松明に一斉点火
され、富士を頂く上吉田の街に光の帯が現れます。
松明の炎は夜遅くまで灯され続け、人々で賑わい
ます。厳かでダイナミック、そして勇壮なる「炎の
祭り」。
　ぜひ貴方のカメラでイキイキと表現してみてはい
かがでしょう？
　撮影に先立ち、写真家 江口善通氏によるレク
チャーを現地コミュニティセンター会議室にて行い
ます。江口氏による昨年の火祭り作品をプロジェ
クター投影しながら、撮影ポイントや妖艶な火の
撮影方法などを説明いたします。また、日を改め
て火祭り撮影会の作品講評会を開催いたします。

講師：江口善通氏
日時：撮影会 2017 年 8 月 26 日（土）
集合：富士山駅　15：00 （富士急行線）
※各交通機関からのアクセス　
http://fujiyoshida.net/access/
※駐車場 富士山駅駐車場　http://www.fujikyu-
railway.jp/station/parking.php　事前予約可
講習会場：下吉田南コミュニティセンター会議室
https://www.city.fujiyoshida.yamanashi.jp/
forms/info/info.aspx?info_id=1927
解散：富士山駅　20:00（新宿行き終電車 21:26 発）
募集人数 ：20 名（先着順・最低催行人数 12 名）
参加費（税込）：ファミリークラブ会員 9,000 円／
一般 10,000 円（共に作品講評会付き）

申込締切：2017 年 8 月 20 日（日）
申込先：オレンジスープ　http://orangesoup.jp/
events/

講評会日時／場所：2017 年 9 月 9 日（土）／リコ
ーイメージングスクエア新宿 13:00 〜 15:00
※講評会には作品のプリント（2 Ｌ以上）、データ

（jpeg）のどちらかを 5 点までご持参ください。

企画：ペンタックスリコーファミリークラブ事務局
問い合わせ先：050-3814-2111

江口善通氏／イッセイ･ミヤケデザインスタジオを経て
独立。その後「SOPHISTICATE WORKS」を設立し
ファッションデザイナーとして
活躍。1997 年写真家へ転身、

「Zentsu Eguchi Creat ive 
Studio AZUR」を設立。次回（第
196 回）ファミリークラブ誌フ
ォトコンテスト審査員。
江口善通オフィシャルサイト 
zentsueguchi.com
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ら 5000 万画素までいろいろと。現
像処理もモノクロフィルムからカラー
リバーサルまで一通り自家処理、デ
ジタルは一応印刷原稿になるまで行
いましたが、事務局の業務は全くの
素人、フィルム・デジタルにかかわら
ずカメラのお話はさせていただける
かと思いますのでお手柔らかによろし

くお願いいたします。（坪田宣政）

★この 4 月より 3 年ぶりに復帰いたしました鈴木です。長い
間育児休暇をいただきまして、大切な我が子との貴重な時間
を濃密に過ごすことができました。復帰早々ですが、浮間舟
渡にあります東京サービスセンターに異動になり、修理関係
の仕事に携わることとなりました。長い間お世話になりまして
ありがとうございました。これからはご愛用機のメンテナンス
で皆様のお役に立ちたいと思っています。メンテナンスご依
頼の際にはぜひ東京サービスセンターにお立ち寄りください。
今後とも、よろしくお願いいたします。（鈴木裕美）


